議案第1号
社会福祉法人旭川共生会
平成30年度事業報告書
平成30年4月1日～平成31年3月31日
□法人の概要

　法人名：社会福祉法人旭川共生会

　住　所：旭川市東旭川町共栄123番地　　電話0166-33-8000

　代表者名：理事長　杉下　政秀
□役員等の状況

	役職名
	氏名
	就任年月日

	理事
	杉下　政秀
	平成29年5月29日

	理事
	笠木　　薫
	平成31年2月9日

	理事
	半田　和子
	平成29年5月29日

	理事
	湯川　元資
	平成29年5月29日

	理事
	高森　　諭
	平成29年5月29日

	理事
	佐々木雅裕
	平成29年5月29日

	理事
	田中　敏雄
	平成29年5月29日

	理事
	鎌田　　茂
	平成29年5月29日

	理事
	中　　禮子
	平成29年5月29日

	監事
	橋本　賢吾
	平成29年5月29日

	監事
	荻野　慶博
	平成29年5月29日

	評議員
	支部　繁信
	平成29年3月9日　　

	評議員
	吉田　　満
	平成29年3月9日

	評議員
	朝日　文雄
	平成29年3月9日

	評議員
	田中　啓一
	平成29年3月9日

	評議員
	高橋　昌二
	平成29年3月9日

	評議員
	円山　宏一
	平成29年3月9日

	評議員
	太田　富乃
	平成29年3月9日

	評議員
	小西　　修
	平成29年3月9日

	評議員
	高橋　勝義
	平成29年3月9日


□理事会の開催状況

	
	開催年月日
	議事内容

	第1回
	平成30年5月25日
	○平成29年度事業報告、決算報告、監査報告
〇その他

・共生園まつり・敬老会について


	第2回
	平成30年9月29日
	○30年度補正予算について
○各種規程の変更について

〇その他
· 非常災害時の対応について



	第3回
	平成30年12月19日
	○中間事業報告について
○中間監査報告について

	　第4回
	平成31年2月16日
	○中間事業報告について
〇常務理事の選任について

○その他
　・給食業務委託・清掃業務委託について



	　第5回
	平成31年3月23日


	○平成30年度補正予算（案）について

○平成31年度事業計画（案）について

○平成31年度予算（案）について

○中間監査報告について
○その他
　・各種規程の変更について

　・業務委託契約報告について




□評議員会の開催状況
	
	開催年月日
	議事内容

	第1回
	平成30年6月11日
	○平成29年度事業報告、決算報告、監査報告

	第2回

	平成31年2月9日
	○理事の選任にいついて


□監事監査の実施状況

	
	開催年月日
	監査内容
	監査結果

	第1回
	平成30年5月23日
	平成29年度決算

事業報告、及び付属明細書の監査
計算書類、財産目録に関する監査
	適正である

適正である

適正である

適正である

	第2回
	平成30年9月26日
	法人及び施設運営(30年度4〜7月)

会計経理        (30年度4〜7月)
資産管理        (30年度4〜7月)

	適正である

適正である

適正である

	第3回
	平成30年12月17日
	法人及び施設運営(30年度8〜11月)

会計経理        (30年度8〜11月)
資産管理        (30年度8〜11月)

	適正である

適正である

適正である

	第4回
	平成31年3月20日
	法人及び施設運営(30年度12〜2月)

会計経理        (30年度12〜2月)
資産管理        (30年度12〜2月）

平成31年度予算


	適正である

適正である

適正である


□法人・施設運営の状況
(1) 貸借対照表総括表　(単位／千円)

	資産の部
	負債の部

	流動資産
	299,946
	流動負債
	115,130

	固定資産 (基本)
	1,333,768
	固定負債
	　　336,446

	固定資産 (その他)
	136,446
	負債の部合計
	451,576

	
	
	純資産の部

	
	
	基本金
	160,973

	
	
	国庫補助金特別積立金
	607,499

	
	
	その他の積立金
	43,000

	
	
	次期繰越活動収支差額
	507,112

	
	
	純資産の部合計
	1,318,584

	資産の部合計
	1,770,160
	負債及び純資産の部合計
	1,770,160


(２）事業活動収支計算書総括表　（単位／千円）
	
	収入金額
	支出金額
	差額

	事業活動収支の部
	817,425
	808,705
	8,719

	事業活動外収支の部
	7,026
	7,062
	－36

	経常収支差額
	8,683

	特別収支の部
	1,458
	1,458
	0　　

	当期活動収支差額
	8,683

	前期繰越活動収支差額
	498,428

	積立金取崩額
	

	次期繰越活動収支差額
	507,111


	（3）資金収支計算書総括表　（単位／千円）


	収入金額
	支出金額
	差額

	経常活動による収支
	824,451
	779,323
	45,128

	施設整備等による収支
	1,458
	42,422
	－40,964

	当期資金収支差額
	17,018

	前期末支払資金残高
	243,648

	当期末支払資金残高
	243,665


社会福祉法人旭川共生会　

平成30年度事業報告及び決算　説明資料

１．法人の事業報告概要

理事会

平成30年度の理事会は、第1回から第5回まで開催された。議事内容については別紙の通りである。

評議員会

平成30年度の評議員会は、第1回から第2回まで開催された。議事内容については別紙の通りである。

監事監査

監事監査については平成30年度、4回開催された。法人及び施設運営、会計経理、資産管理のいずれも適正との監査結果であった。

外部監査

　外部監査報告（税理士法人むらずみ総合事務所）は、経営面、施設運営面、会計処理とも評価いただけるものであった。

研修会及び老施協への参加

　北海道社会福祉協議会などが主催する研修会やセミナー等へ積極的に参加し、介護サービスのレベルアップを図った。また、老人福祉施設協議会主催の施設長会議等へ参加し、情報交換や他施設との親睦を深めた。

　施設内研修については、部署ごとの研修会を積極的に実施し、人材育成やサービスの質的向上を図った。

　
実習生の受け入れ

　北海道社会福祉協議会、北海道教育大学、旭川福祉専門学校、北海道剣淵高等学校等から実習生を受け入れた。

ボランティア・慰問来園者

　誕生会や施設内合同レクリェーション開催に際しその都度、地域の団体・個人や学校等からボランティア・慰問を受け入れ、舞踊や歌謡、音楽等の提供をいただいた。

　また、一般ボランティアでは、毎週月曜日4名の協力や緑地草刈や義歯の洗浄等のボランティアがあり、施設運営に協力をいただいた。

見学者の受け入れ

　この1年間で延べ111人の一般施設見学者を受け入れた。

　また、小学校や地域の団体などの社会授業を受け入れた。

共生園家族会

　利用者家族の懇親等を目的に共生園家族会（得能清一会長）が組織されている。

会員は特養・支援施設入所者家族で構成され130名である。

共生園職員互助会

　職員の親睦・交流を目的に職員互助会（田中圭吾会長）がつくられている。親睦会や冠婚葬祭への対応を行っている。

情報公開・通信

　ホームページを新鮮味あるデザインと内容にリニューアルした。また、「デイサービスかわらばん」を積極的に発行した。

苦情処理

　苦情解決責任者に半田施設長を指定し苦情処理にあたっている。本年度の苦情処理は発生していない。また、施設内に「意見箱」を設置し利用者の声を取り上げている。旭川市明るい福祉施設をつくる運営協議会に加入し苦情処理対応を行っている。

事故対策

　施設内に事故対策委員会を構成し事故防止にあたっている。また、２回の避難訓練を行い、内1回は夜間災害を想定して行った。

人事考課制度の定着と人事異動

　施設内に人事評価委員会を構成し人事考課制度の定着を図った。また、自己評価を含めた評価作業を行い人事異動等に反映させた。
協力病院と嘱託医師

　協力病院については、愛生病院、中島病院、都丸内科クリニック、神居歯科の4院である。

　また、嘱託医師については都丸内科クリニツクの都丸久院長と、愛生病院の斉藤浩之先生に委嘱し、2医師体制としている。

職員数と業務委託

　職員数は、特養31名、身障23名、身障Ⅱ21名、特養Ⅲ24名、高齢者デイ22名、生活介護5名、居宅事業8名、の計134名体制である。各事業所を超えた介護体制に心がけている。なお、給食、清掃、洗濯、除雪については業務委託を行っている。

２．施設の事業報告概要

入所・退所状況

この1年間の入所・退所状況は特養が13名、特養Ⅲ12名、支援施設が1人、支援施設Ⅱ0人であった。退所理由は、長期入院18名、死亡4名、施設変更4名、勧告退所0名であった。なお、特養の待機者数は37名である。

特養の要介護別人員数

　本年度末現在の特養入所者の要介護別人数は、要介護度1が0名、要介護度2が1名、要介護度3が7名、要介護度4が15名、要介護度5が27名であり、平均介護度は4.2であった。

入所利用者の年齢構成

特養利用者の年齢は64歳以下が0名、65歳から69歳が2名、70歳から79歳が10名、80歳から89歳が27名、90歳以上が13名であり、平均年齢は84.52歳であった。

身障利用者は20歳から29歳が0名、30歳から39歳が2名、40歳から49歳が5名、50歳から59歳が4名、60歳から79歳が10名であり、平均年齢は57.8歳であった。

身障Ⅱ利用者は、30歳から39歳が1名、40歳から49歳が2名、50歳から59歳が8名、60歳から79歳が19名であり、平均年齢は61.8歳であった。

特養Ⅲ利用者の年齢は64歳以下が0名、65歳から69歳が0名、70歳から79歳が5名、80歳から89歳が13名、90歳以上が12名であった。

シヨートステイ利用状況

　ショートステイの利用状況は、特養利用者241人（延べ人員3,213人）、身障利用者7人（延べ人員413人）であった。１日平均では、特養が8.8人、身障が1.1人であった。

デイサービス利用状況

　高齢者デイの利用者数は106人、延べ利用人員は9,218人、１日平均利用者数は35.8人であった。

　身障デイの利用者数は13人、延べ利用人員は868人、１日平均利用者数は3.37人であった。

居宅介護支援事業所の状況

　居宅介護支援事業所の利用者数は3月末現在、281名（介護226件、予防43件）であった。ケアプラン作成実績は3,102件（介護2,506件、予防596件）、訪問調査件数は120件であった。

諸行事の実施状況

　「お誕生会」については毎月1回、ボランティア団体を招くなどして施設全体の利用者・スタッフ一体で誕生祝いを行った。

　「レクリェーション」については、調理や工作、ゲームなど創意工夫した日常行事を部署ごとに積極的に行った。また、「個別レクリェーション」や「買物レクリェーション」、「ドライブレクリェーション」を随時行うとともに、ボランティアによる舞踊、マジックショー、歌謡ショー、手打ちそばや生ちらしなどの「お食事会」を実施した。また、遠足やお花見会、運動会、クリスマス会、忘年会、餅つき、お正月、ひな祭りなど、時季に応じた行事を実施した。　見学会については、プロレスや歌謡コンサートの鑑賞、旭川冬まつり、花フェスタ鑑賞などを行った。

　クラブ活動についてはカラオケクラブ、書道クラブ、貼り絵クラブなどを実施している。

　「2019年・共生園まつり」は敬老会と兼ねて9月1日に行われ、歌手の伊藤咲子さんを特別ゲストに招き、東光中学ブラスバンドの演奏などを行い、利用者・家族・地域住民の皆さまが楽しい時間を過ごされた。　

諸会議の実施状況

　全職員対象のカンファレンスを毎月1回、事業所ごとに実施した。常務理事、施設長を中心にした経営改善会議を月一回定例化している。主任会議は毎週月曜日、給食会議、ナース会議、事故対策委員会は毎月１回定例化している。また、身体拘束委員会、衛生管理委員会を3ヶ月に1回定例化している。

　朝礼については毎日、事業所ごとに行い、全体朝礼は月1回、定例化している。

入所判定委員会

　入所・退所に関する透明性と公平性を図ることを目的に施設内に入所判定委員会を構成している。必要の都度、会議を開催し入所・退所の決定を行った。

機能回復訓練の強化

　理学療法士や機能回復訓練担当職員を配置するなどして機能回復の業務体制を整えるとともに、「快生治療院」などによるあん摩、マッサージの提供に努めた。

　また、毎月2回、「音楽療法」を行い、声を出すことにより利用者の明るい表情を引き出すことに心がけた。

３．平成30年度決算の概要

法人会計・施設会計全体

　当法人の会計は、9会計から成り立っている。

　平成30年度決算は、サービス活動収入で前年度比10,748,465円増の817,425,0305円であった。一方、サービス活動費用は、前年度比12,104,120円増の808,705,463円であり、その結果、サービス活動増減差額は、前年度比1,355,655円減の、8,719,567円で決算した。サービス活動費用の増は、人件費が前年度比10,049,422円の増、事業費が前年度比2,543,800円の増、事務費が前年度比▲625,652円の減などの結果によるものである。

　サービス活動外増減や特別増減を加えた当期活動増減差額は、前年度比▲1,441,356円減の8,683,655円の黒字決算であった。

　現金・預金は前年度比、▲11,358,945円のマイナスとるなど、流動資産は減少した。一方、流動負債も前年度比、▲6,840,205円減少している。

　設備資金借入金などの固定負債については予算通り返済されている。

　　

法人本部会計

　法人会計については、1,513,880円を支出し、他会計から繰り入れを行わなかったことから、当期経常増減差額は▲1,435,249円で決算した。

　

特別養護老人ホーム会計

　サービス活動収益は、240,320,144円で決算した。

　サービス活動収益からサービス活動費用を差し引いたサービス活動増減差額は9,843,161円の決算となった。これは前年度比▲14,637,502円である。

特別養護老人ホームⅢ会計

　サービス活動収益は143,318,989円であった。サービス活動収益からサービス活動費用を差し引いたサービス活動増減差額は▲13,204,498円の決算となった。前年に続く赤字決算であり、その解消が求められる。

デイサービスセンター会計

　サービス活動収益は72,647,967円であった。

　サービス活動収益からサービス活動費用を差し引いたサービス活動増減差額は▲8,071,338円の決算となった。前年に続く赤字決算であり、利用者の増など、収支改善が求められている。

居宅介護支援事業所会計

　サービス活動収益は、居宅介護支援事業費、認定調査委託料等で45,232,740円となった。サービス活動収益からサービス活動費用を差し引いたサービス活動増減差額は△1,615,955円の決算となった。前年に続く赤字決算であるが、居宅介護支援事業としては、一定の評価をいただける結果となっている。

在宅介護支援センター会計

　当会計は実質稼働していない。次期繰入活動増減差額は1,428,864円となっている。

指定障害者支援施設園会計

　サービス活動収益は133,843,680円で、サービス活動収益からサービス活動費用を差し引いたサービス活動増減差額は19,548,293円の決算となった。安定した決算状況となっている。

指定生活介護事業所会計

　サービス活動収益は8,553,890円と、減収が続いている。

　サービス活動収益からサービス活動費用を差し引いたサービス活動増減差額は▲11,447,748円の赤字決算となった。依然として、課題を抱えての決算となっている。

指定障害支援施設Ⅱ会計

　サービス活動収益は、172,987,679円となった。

　サービス活動収益からサービス活動費用を差し引いたサービス活動増減差額は15,442,077円の決算であった。安定した決算状況となっている。
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